
別記様式 （第１３条関係） 

会   議   録 

会議名 令和８年度 第１回 星が丘地区まちづくり会議 

事務局 

（担当課） 

中央区役所 中央６地区まちづくりセンター 

電話０４２－７０７－７０４９（直通） 

開催日時 令和８年５月１６日（土） 午後１時３０分～午後３時１５分 

開催場所 星が丘公民館 コミュニティ室 

出 

席 

者 

委 員  １３人（別紙のとおり） 

その他   １人（中央区長） 

事務局 
  ４人（中央６地区まちづくりセンター所長ほか２人、地域活力

推進員１人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部不可

の場合は、その理由 
 

会議次第 

１ 開 会 

 ２ 区長あいさつ 

 ３ 役員の選出について 

 ４ 会長あいさつ 

５ 自己紹介 

６ 議 題 

（１）まちづくり会議について 

（２）中央区区民会議委員の推薦について 

（３）星が丘地区まちづくりの課題について 

（４）地域活性化事業交付金について 

（５）すずかけのき再生プロジェクト（地域活性化事業交付金） 

 （６）地域の防災力向上事業（地域活性化事業交付金） 

 （７）星が丘地区ふるさとまつり・ふれあいフェスティバルについて 

 ７ 閉 会 



議 事 の 要 旨 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言、■申請団体の発言） 

 

１ 開 会  

 

２ 区長あいさつ 

 福井区長からあいさつ及び中央区役所職員の紹介を行った。 

 

３ 役員の選出について 

星が丘地区まちづくり会議会則第６条及び第８条により、会長１名、副会長２名を

互選により選出し、次のとおり承認された。 

・会 長 竹田幹夫（星が丘地区自治会連合会 会長） 

 ・副会長 後藤陽子（星が丘公民館 館長） 

 ・副会長 坂本洋三（星が丘地区社会福祉協議会 会長） 

 

４ 会長あいさつ   

竹田会長あいさつ 

 

５ 自己紹介 

委員自己紹介 

 

６ 議 題  

（１）まちづくり会議について 

  事務局から、まちづくり会議について会議の趣旨と主な役割、年間スケジュールを

説明した。 

 

＜主な意見・質疑＞ 

  特になし 

 

（２）中央区区民会議委員の推薦について 

事務局から、中央区区民会議委員の推薦について資料に基づき説明した。 

また、竹田会長から公募委員である八木委員を推薦する案が出され、承認された。 

 

＜主な意見・質疑＞ 

  特になし 

 

（３）星が丘地区まちづくりの課題について 

  事務局から、星が丘地区まちづくりの課題について資料に基づき説明した。 

 

＜主な意見・質疑＞ 

【１ 持続可能な事業・団体運営について】 

〇令和８年３月に老人会が１団体解散したため、星が丘地区内では団体数が５つとな

った。構成員のほとんどが８０代の会員で占めており、会長が老人会を退会すると、



そのまま老人会自体が解散してしまうことが多い。 

 

○自治会では、自治会費の集金が負担になっており、将来的に自治会費を全額税金で

賄うことが出来れば、自治会は存続できるだろう。集金以外の活動内容は有償で募

れば、人員を確保できる。 

⇒○自治会員にとっては、自治会に加入しているメリットが目に見える形で分から

ず、その状態で集金されると辞めてしまう、という意見がある。以前、家電量販

店で自治パスを提示すると割引になったが、こういう取組があるとメリットを実

感できる。 

⇒○家電量販店は現在自治パスの特典がなく、恐らく今後も特典は付与されないだろ

う。他のお店でも自治パスの提示により、特典や割引を受けられるお店があるの

で、対象店舗には積極的に旗を立てて、ＰＲしていただきたい。 

 

【２ 子どもの見守りについて】 

〇横山３丁目の子ども会が令和８年３月に解散した。横山３丁目自治会としては、子

ども向けのイベントを年に数回実施することを検討している。 

 

○存続している子ども会は星が丘２丁目、星が丘３丁目、星が丘４丁目、千代田６丁

目の４団体になった。 

⇒○その４団体は児童の通学路で旗振りをしているのか。 

⇒○以前から、旗振りはしていない。 

 

○以前西門側の学童通学安全指導員が足りないという話しが出たが、現在はどうか。 

⇒○水曜日に欠員が出ており、持ち回りで水曜日に出ることで、なんとか毎日２人体

制になっている。本来週２日希望の人が週３日当番になってしまうため、学童通

学安全指導員があと１～２人増えると助かる。 

⇒○母の会が毎月２０日に旗振りを実施しているが、足りないのであれば２０日を辞

めて、毎週水曜日に１人が出られるよう調整できるかもしれない。６月に集まり

があるため、そこで確認する。 

 

○地域情報紙にて、有償ボランティアである学童通学安全指導員を募集しようと考え

ている。募集時に、旗振りをする場所も指定することで、足りない場所へ補填した

い。人が足りない場所はどこか。 

⇒○西門、星が丘郵便局、星が丘１丁目交差点が足りないと思われる。千代田２丁目

交差点は不明である。 

⇒○横山３丁目では、横山３丁目自治会報で自治会員に対して募集をかけている。 

 

【３ 高齢者について】 

○スマホ教室を開催し、毎回多くの人に参加していただいていたが、なかなか講師が

見つからない。もし、講師をやっても良いという方がいれば教えていただきたい。 

 

○公民館の軒下販売会は第５水曜日以外に、祝日も実施しないので承知いただきた



い。 

 

○地域包括支援センターによるカフェやよい亭は毎回満員と承知している。困ってい

ること等、公民館に設置した希望の箱を活用していただきたい。 

 

【５ 安全・安心関係】 

〇星が丘小学校に設置された井戸はどこにあるのか。 

⇒○茶畑があった場所に設置されている。フェンスがあり、井戸を使っている様子が

ない。 

⇒○維持管理は危機管理統括部が行っている。危機管理統括部の説明によると、小学

校に対して水を使っていただくという話しであった。 

 

○日常的に井戸を使用しないと、災害時に使用できない可能性が高くなる。例えば、

地域の人たちが利用できるよう公民館側にフェンスを区切ることや、学校の学習指

導の一環として井戸を活用してビオトープを実践する等した方が良い。 

 

○星が丘小学校以外に、どこで井戸が設置されたのか。 

⇒●小山地区の向陽小学校と、横山地区の横山小学校に設置した。令和８年度は大野

北地区の予定である。 

⇒○全ての避難所に設置しないのか。 

⇒○生活用水確保状況等調査の結果、１人あたり１日１２リットル、３日間を基準と

し、基準を満たしていない地区に設置された。 

 

○井戸の設置は地域に知らされていないので、地域情報紙に掲載して周知した方が良

い。 

 

（４）地域活性化事業交付金について 

  事務局から、地域活性化事業交付金について資料に基づき説明した。 

 

＜主な意見・質疑＞ 

  特になし 

 

（５）すずかけのき再生プロジェクト（地域活性化事業交付金） 

  申請団体から、「すずかけのき再生プロジェクト」について、資料に基づき説明が

なされた。 

 

・申請団体名：すずかけのき再生プロジェクトチーム 

 ・事 業 名：すずかけのき再生プロジェクト 

・事 業 内 容：星が丘公民館の改修工事に伴い伐採されたスズカケノキから、星が丘

地区に還元できるような物を作ることで、星が丘地区の歴史を伝え続

ける一助にするとともに、星が丘地区内の住民同士の交流や学習にも

寄与する事業。  



       令和８年度では、スズカケノキからＫＵＭＩＮＯ３００個、モルック

３セットを制作し、イベントを実施する。 

 

＜主な意見・質疑＞ 

 ○市販のモルックよりも、価格が約３倍高いが、公民館のシンボルツリーであるスズ

カノキから作られているので付加価値がある。 

 

＜結果＞ 

積極的採用とする。 

 

（５）地域の防災力向上事業（地域活性化事業交付金） 

  申請団体から、「地域の防災力向上事業」について、資料に基づき説明がなされた。 

 

・申請団体名：千代田防災力向上委員会 

 ・事 業 名：地域の防災力向上事業 

・事 業 内 容：千代田７丁目自治会に設置された井戸を活用し、地域の防災力向上を

目指すため、井戸の設置及び体験会の実施を記載したチラシを千代田

２丁目～７丁目に全戸配布する。体験会では、参加者に井戸の使い方

を説明し、給水・運搬を体験してもらう。併せて、自治会加入も促す。 

 

＜主な意見・質疑＞ 

 ○全戸配布はどこに依頼するのか。 

 ⇒■上溝のポスティング会社に委託する予定である。 

 

＜結果＞ 

積極的採用とする。 

 

（６）星が丘地区ふるさとまつり・ふれあいフェスティバルについて 

  事務局から、星が丘地区ふるさとまつり・ふれあいフェスティバルについて資料に

基づき説明し、６月１９日（金）までに協力員推薦書の提出を依頼した。 

 

＜主な意見・質疑＞ 

 ○今年度は公募委員が２人おり、ステージ・広報部とアトラクション部に分けたが、

ステージ・広報部は人員に余裕がありそうなので、２人ともアトラクション部でお

願いしたい。 

 

 ○社会福祉協議会のテントでは、昨年障がい者施設の人たちが物品販売をし、好評だ

ったので、今年度も実施したいと考えている。 

   

７ 閉 会 

 

以 上  

 



 

 

星が丘地区まちづくり会議委員出欠席名簿 

 

№ 団 体 等 代表者氏名 団体での役職 出欠席 

１ 地区自治会連合会 竹田 幹夫 会長 出席 

２ 公民館 後藤 陽子 館長 出席 

３ 地区社会福祉協議会 坂本 洋三 会長 出席 

４ 地区民生委員児童委員協議会 田辺 雅之 会長 出席 

５ 地区青少年健全育成協議会 若山 美代子 会長 欠席 

６ 星が丘小学校ＰＴＡ 平田 香織 会長 欠席 

７ 青少年指導委員 髙畑 由美子 地区長 出席 

８ スポーツ推進委員 橋本 頼賢 委員 出席 

９ 健康づくり普及員協議会 長塚 勇一郎 委員 出席 

１０ 地区老人クラブ連合会 船山 常道 会長 出席 

１１ 地域包括支援センター 柳下 恭子 センター長 欠席 

１２ 地区交通安全母の会 冨倉 亜紀 会長 出席 

１３ 消防団第４分団第４部後援会 立山  均 会長 出席 

１４ 交通安全協会星が丘支部 五十嵐 富士夫 支部長 出席 

１５ 公募 八木 鉄雄  出席 

１６ 公募 山岸 優之  出席 

※◎、○はまちづくり会議での役職（◎：会長、○：副会長） 


